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                        クラブ担当：長田 拓 

 今年度も「室内運動クラブ」「校庭運動クラブ」「調理・手芸クラブ」「イラスト・アートクラブ」の４

つのクラブを開設しました。ちはと学級も含めた４・５・６年生が活動を行っています。どのクラブで

も子どもたちは、お互いに協力し合いながら、異学年で交流して自主的に活動をしています。それぞれ

のクラブで、普段どのような活動を行っているのかを御紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ活動の取り組み 

室内運動クラブ 

 室内運動クラブは、「安全に気を付け

て、元気よく全力で活動する室内運動

クラブ」というめあてのもと、活動をし

ています。これまでにドッジボール、バ

レーボール、ドロケイ、卓球などにチャ

レンジしました。 

イラスト・アートクラブ 

 イラスト・アートクラブでは、黒板ア

ート、木を使った造形遊び、ウォールア

ートをしました。  

 ウォールアートは、絵の具や色鉛筆、

マジックを使ってみんなで楽しく図工

室前の壁を装飾しました。  

調理・手芸クラブ 

 調理・手芸クラブでは、前期に手芸を、

後期に調理を行います。手芸は、自分で決

めた作品を、手縫いやミシン縫いで仕上げ

ました。初めて手芸に取り組む児童もいま

すが、６年生が丁寧に教える姿もあり、協

力してすてきな作品を仕上げました。 

校庭運動クラブ 

 校庭運動クラブでは、「みんなで安全

に運動しよう。」というめあてのもと、

ドッジボールやこおりおに、キックベ

ースボールなどの活動をしました。み

んなで協力して楽しく取り組んでいま

す。 



 

 

図工専科 鈴木 寛明 

図工の授業では、自分が感じたことや友達の作品のよさを見付けることを大切にしながら活動に取り

組んでいます。今回は４・５・６年生の授業の様子を御紹介します。 

 

                    

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５年生「テープでもよう」 

 

 オランダの版画家エッシャーは「テセレーション」とい

う、隙間や重なりなく平面を敷き詰める方法を探求してい

ました。この授業ではそのテセレーションを使い、それぞ

れの世界を表しました。基になる版の仕組みについて知

り、その版の形からイメージを広げ、表現に合わせて水彩

絵の具やペンを適切に使い分け、表すことができました。

一人ひとりが楽しみながら工夫をして、活動することがで

きました。 

 

 この授業ではゼンタングル（Zentangle）という絵の描き方

を使って活動をしました。ゼンタングルは２００４年にアメリ

カで開発されたアートメソッドです。「ゼン」は「禅」を意味

し、簡単な図形を繰り返し描くことに没頭することができま

す。６年生はオリジナルの模様を考えることから始め、その模

様を敷き詰めるように描くことを頑張りました。６年生らしい

アイディアと集中力で、緻密でユーモラスな作品に仕上げるこ

とができました。 

４年生「マイテセレーションワールド」 

６年生「マイゼンタングルワールド」 

 

 普段の絵に表す活動では、絵の具やペンで色を着け

足すことで表現をしますが、この授業では引き算をす

るイメージで絵に表しました。まず、マスキングテー

プをつや紙に貼り、模様をつくります。その上にアク

リル絵の具、もしくはラッカースプレーで色を着けま

す。そうすることで、テープを剥がしたところには色

が着かず、台紙の色のままになります。このテープを

剥がしたらどうなるのかと考えながら、色を重ねてい

くことで、レイヤーのような重なりが美しい作品に仕

上がりました。 

 



   


